

































































小売物価指数 G1）Pデ7レータ 投資 輸出
6，！ 5．9 9．6 9．／ 14，81，C 25－3
0，8 0，8 8．8 4，2 8，8 20，5 ！9，6
?????????
一2．6 一2．4 7．8 5，5 13，90，5
1999 一3．O 一2．2 5，1 6．1 14，7
?????
2000 一1，5 O．9 8．3 10．327，7 ユ2，3
2001 一0，8 O．C 7．3 5，4 13，06，8 17，6































































































































































γ 一ユ．931222　　　　　　　　－O，639035 一ユ、882832 一0．644683
∠1γ 一6．328327幸ヰ＃　　　　　一6．332989ヰ申＊一12．02023ヰ榊 一12．03656幸舳
ラグ 4　　　　　　　　4 4 4
P 一2．835951　　　　　　　－2．5848！2＃一1．936035 一ユ．68ユ494
∠lP 一4寸O02034串＃　　　　　一3．977132韮串虫一ユ2．40957＃榊 一ユ2．38241榊＊
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需要ショックは6～7％台を占めるにすぎず，産出量の変動に影響する度合い
は非常に小さい。一方，物価の変動に関しては，需要ショックが36期先まで一
貫して94％前後を占めているのに対し，供給ショックは6％台を占めるにすぎ
ず，需要ショックが物価の変動に影響する主な要因であることが確認できる。
5．結び
　本論文では，構造型VARモデルとその推定方法について検討し，その後，
中国について，産出量γと物価Pの2変数構造型VARモデルを推計し，それ
に基づきインパルス応答と分散分解の分析を行った。インパルスの結果を要約
すると，需要ショックは，最初の半年は産出量の増加をもたらすが，その後ト
レンド水準にもど孔また供給ショックは，産出量のレベルを大きく押し上
げ，半年後，恒常的な高水準に落ち着く。一方では，需要ショックは物価を大
きく押し上げ，およそ半年後，恒常的な高水準に落ち着き，供給ショックは物
価を引き下げ，半年後，恒常的なマイナス水準に落ち着く。反応の方向を具体
的にいうと，産出量γは供給ショックと需要ショックに対して，ともにプラ
スに反応し，一」方，物価は供給ショックに対してマイナスに反応し，需要
ショックに対してプラスに反応する，ということも確かめられた。さらに，分
散分解の結果から見ると，産出量にとっては供給ショックの占める割合は90％
以上であり，物価にとっては需要ショックの割合が90％以上となっている。そ
れに，この割合は期問と関係なく，ほとんど変わらない。分散の説明力という
観点からみて，供給ショックが中国の産出量の変動に影響する主な要因で，需
要ショックは物価の変動に影響する主な要因であることが確認できた。
　以上の分析結果から，現在の申国のデフレーションについて，重要なインプ
リケーションが得られる。1990年代の後半になると，長年の投資により，供給
能力は拡大したが，その一方，需要は低迷し，1998年にデフレーションがはじ
まった。これに対して，政府は内需拡大を目指した積極的財政政策をとり，同
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時に，国有企業の生産効率の向上，人員削減を含むコストの削減などに力を入
れた結果，いっそう産出量を増加させた反面，物価を下落させたのである。こ
れが，現在の申匡1において，高い経済成長率を維持しながら物価が下落してい
る主な原因と思われる。
　ところで，中国にとって，輝済発展は今後とも最優先されるべき国家目標で
あり，経済発展の阻害要因となりうるデフレーションの進行を防止すること
は，重要な政策課題である。その際，供給を抑制する形でデフレーションに対
処するのは，決して好ましいことではない。本論文の分析緒果より，マイナス
の供給ショックは中国の産出量を大きく減少させる懸念があるからである。中
国の経済成長にマイナスとならないように，むしろ，持続的な需要創出をはか
ることによって，デフレ圧力を利らげる政策が望まれる。需要ショックは物価
変動の主な要因で産出量にプラスの効果をもつ，という本論文の分析績果から
も，需要創舳こよるデフレ防止が，中国にとって適切な方法と考えられる。
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